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教科実践レポート 

テーマ 

～見方・考え方を働かせた授業づくり～ 

3 年 3 組 社会科(公民的分野) 

第 3 章 私たちの暮らしと民主政治 

    「民主政治と日本の政治」 

【研究実践のポイント】 

◎ 社会科における見方・考え方 

◎ 単元計画 

◎ 授業づくり 

◎ 本時の見方・考え方、成果と課題 

◎ 今後の改善策 

 

【社会科における見方・考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元計画】 

 

 

 

 

日本の投票率を上げるための工夫を、世

界の選挙と比較し、実現可能か、投票率

は上がるのかという視点から評価するこ

とで見方・考え方を働かせる。 

 

【授業づくり】 

「見方・考え方」をは

たらかせ、深い学びを実

現するために、本単元では「民主主義を実

現させるために必要なことは何だろう。」と

いう問を設定した。本時では、日本の選挙

制度や課題などに着目し、海外の選挙制度

の比較を行いながら、日本の選挙制度のこ

れからを考えていく授業を設定した。社会

科としての見方・考え方をはたらかせるこ

とで、生徒は選挙とどう関わり、選挙にお

ける課題を解決するためには何が必要なの

か考えていくことで、深い学びにつながる

と考える。 

 

 

 

  

比較のための資料 
【公民分野】 

社会的事象を、政治、法、経済などに

関わる多様な視点に着目して捉え、よ

りよい社会の構築に向けて、課題解決

のための選択・判断に資する概念や理

論などと関連付けること。 

 

自らで思考・判断・表現を繰り返す 

 

深い学びへ 

 

1.  

見方・考え方 



本時の見方・考え方、成果と課題 

本時の授業では、日本の選挙制度におけ

る課題である「投票率の低下」に着目し、な

ぜ投票率が低いのか、投票率が低いとどの

ような問題が発生するか考え、それらの問

題を踏まえて日本の投票率を上げるための

工夫を考えた。その際、考えた工夫は実現可

能か、実現不可能なのかを評価し、批判的思

考を使って意見を議論させながら、投票率を

上げるためのより良い工夫を考えた。その中

で、罰金制度は日本としてどうなのか、権利

として勝ち得た選挙権を義務として国民に課

してもよいのかなど、日本の選挙権の獲得の

歴史なども踏まえ学習を展開していくことで

深い学びへとつながるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の振り返り 

投票を義務化することで投票率は上が 

ると思うけど、無理やり投票に行かせる

のは民主主義じゃないと思うので、日本

に合ったやり方が必要。 

私は今まで投票に行く必要はないと思

っていたけど、この授業を通して、自分

の思いを伝えるために選挙に行こうと思

うようになった。 

＜成果＞ 

・投票率の低下に着目させたことで、振

り返りで自身の投票に関する考えが変わ

った生徒がいた。 

・日本と世界の選挙制度を比較し、投票

率を上げるための工夫を考えることで、

主義の違いや考え方の違いなど、新たな

視点が生まれた。 

＜課題＞ 

●日本の選挙制度の課題である「投票率

の低下」に着目したが、出し合いに終わっ

てしまい、深まりを持つことができなかっ

た。 

●日本と世界の選挙制度を比較し、工夫

を考えさせたが、見方がずれてしまい、

調べたことを活用できていない生徒もい

た。 

 

今後の改善策 

○見方・考え方を働かせるように、どこ

に目を付けたのか、なぜそこに目を付け

たのかなど、説明できる場面を設定す

る。 

○見方・考え方をはたらかせ、深い学びに

つなげるために自らの生き方やこれからの

社会への関わり方を選択・判断できるよう

な問を設定する。 

〇見方・考え方がぶれないように、生徒が

教科書や資料などから調べる際に、根拠と

なるものを探すよう指導する。また、発表

の際には、根拠をも

って発表させる場面

を設定し、その根拠

が正しいかどうか調

べる活動を取り入れ

る。 

本時で使用したジャムボード 



 


